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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・榊　典章様～排便困難感あり便秘時センナリド2Ｔの指示あり。
・和田　昌様～ミキサー食から粥・極キザミ食へ変更となる。
・大山　敏子様～むせ込みあり、粥・粗キザミ食へ変更となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～身体拘束中。食事は両手・体幹の抑制介助にて全量摂取する。排泄はオムツで対応している。疎通は図れており不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。大声で不満を話す事や対面時声高さや指示的口調あり。粗暴行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬　様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時お茶の要求やホール内徘徊している。過度な飲水や他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放観察時間になるとホールに出るがすぐに自室に戻っている。不穏さはなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・千葉　恒義様～食事は自力で全量摂取している。オムツ内に排便あるが弄便行為は無い。
・市沢　修造様～迷惑行為や他者干渉、帰宅要求無く経過。対面時穏やか。
・高屋敷　良子様～バイタルサイン異常なし。上唇表皮剥離あり、出血見られている。酸素1Ｌ流量にて酸素飽和濃度97％維持している。呼吸苦無し。
・下村　慶子様～血圧高値みられている。高血圧症状の訴えは無い。全身の疼痛訴え聞かれている。ライントラブルは無い。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・・袴田　将志様～12/28定期薬よりインベェガ6㎎→3㎎、アリプラゾールOD12㎎→6㎎、シクレスト15㎎→10mg、オランザピン10㎎→15㎎　他同内容で7日分処方となる。拘束継続指示。

・立花　圭様～12/28定期薬よりトピナ200→100㎎、ストラテラカプセル80→40㎎へそれぞれ減量、他同内容で処方となっている。開放観察中の母様面会は許可あり。
・澤村　彬様～12/28臨時薬よりロドピンが90→75㎎、レボトミン50㎎→100㎎　他同内容で7日分処方となる。

・山本　真智子様～12/28臨時薬よりエインベェガ9㎎→6㎎、クエチアピン300㎎→400㎎、レバミピド300㎎→100㎎、シクレスト5㎎→10㎎へ変更、他同内容で7日分処方となる。
・高屋敷　良子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。胸部レントゲン上、肺炎所見改善しているため点滴は一部内容変更(バンコマイシンは本日で終了、点滴２本へ変更)となり、12/28分のみ処方となる。また12/28　午前中にマーゲンチューブ挿入し、昼より経管栄養開始。
　　　　　　　　　酸素、吸引指示12/28のみ継続。

・藤井　孝蔵様～シンラック処方あり。
・工藤　悦子様～12/28臨時薬よりオランザピンOD　2.5㎎→3.75㎎、ドグマチール中止となり他同内容で7日分処方となる。
・夏堀　麗紗様～12/28臨時薬よりルジオミール25㎎追加、他同内容で7日分処方となる。
　　　　　　　　12/31年越しの際に友人へのLINEの送信のみ許可あり。
・梅津　里奈様～12/28臨時薬同内容で7日分処方となる。12/31　家族同伴の外出は許可有り。不安時IFオーダー指示あり。自身の携帯電話のLINEの誹謗中傷を見るのが不安との話あり。急を要さないのであれば退院後に行うよう勧められ、納得している。

・山﨑　奈津子様～足の震えが時折あるとのことで12/28臨時薬よりリーマス200㎎→100㎎、フルニトラゼパム１㎎・オランザピン2.5㎎追加、他同内容で7日分処方となる。父の入所申し込みもあるため1/10頃の退院を目指す。年末の家族同伴の外泊は許可有り。手指の手荒れにユベラ軟膏処方あり。また本人希望にて12/27　夕より軽食へ変更。1
・小澤　和子様～12/28臨時薬よりシクレスト15㎎→10㎎　他同内容で7日分処方となる。

シクレストは舌下での内服の説明を再度される。便秘時のセンナリド処方あり。

・江刺家　キヨ様～12/28定期薬同内容で継続処方あり。便秘時のセンナリド処方あり。
・佐々木　尚子様～12/28臨時薬同内容で7日分処方となる。
・四戸　水晶様～12/28臨時薬同内容で7日分処方となる。年明け、作業療法の参加を検討していく。
・安達　貴浩様～ウリモックス１本処方あり。
・小笠原　久年様～12/28定期薬同内容にて継続処方。本日夕からレボトミン２５㎎臨時薬にて追加処方あり。
・吉島　知寿子様～12/28臨時薬同内容で継続処方。本日より任意入院→医療保護入院へ変更となった旨の告知あり。
＜皮膚科診察＞
・夏坂　浩美様～特変なし、同前処置。
・藤井　孝蔵様～左外踝部の膿疱にゲンタマイシン塗布＋ガーゼ保護の指示。
・木村　美智子様～特変なし、同前処置。
・泉山　紀子様～特変なし、同前処置。
・千葉　恒義様～躯幹・四肢に線状掻痕著明。特に疥癬が疑わしい所見はない。
　　　　　　　　ストロメクトール4Ｔ　１×空腹時１日分処方となる。
・木村　格治様～特変なし、同前処置。
＜入院患者情報＞
氏　　名：板橋　愼悦様

生年月日：昭和8年2月28日　　85歳

病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
性　　別：男性

主治　医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：合併症室

(経過）

西病院を入院中から精神症状は極めて落ち着かない状態であった。今回の入院までは特に目立った精神症状は認めなかったが、入院後から徐々に精神症状が悪化している。食事も服薬も拒否的であり興奮や粗暴行為、不眠などの精神症状も顕著である。

介護負担も大きく精神症状も顕著であるため薬物調整や環境調整のため12：51東病棟Ｃユニットへ医療保護入院とする。
入院時より意識レベルの低下、肩呼吸みられたため合併症室へ移動となる。
ＬＴ　Ｂプラン、オムツプラン②
